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　コロナ感染症が急速な拡大を見せ始めた頃，地元の知事がデータを示して話をするとい
うので，緊急報道にチャンネルを合わせた。一枚の画面に，説明する知事の姿とグラフを
同時に入れようとすると，グラフは小さくなりすぎて，軸名も単位も読み取れない。そこで，
画面はズームされたのだが，拡大されたのは知事の顔であって，グラフではなかった。デ
ータは提示されないまま番組は終了し，報道の仕方に批判も出なかった。
　心理学は「心や行動をデータに基づき，論理的に考察する学問」だとされる。心理学を
早くから学ぶことで，客観的な根拠に基づいて，物事を論理的に捉える土壌が育つといい
なと思う。
　一方，論理に対置されるのが，感覚や感情，感性などの「感じること」である。私自身は
主に感性を扱ってきたが，感性は物事に即して瞬時に行う総合的な判断だと考えている。
「原理は直観され，命題は結論される」というパスカルの言葉のように，感性はより大きな
「知」を生み出す可能性を内包している。論理的に考えるだけでなく，感じることを通して，
物事を大局的，総合的に捉えることも望まれる。
　感性を初めて科学研究の俎上に載せた工学者の辻三郎は，感性情報処理を知識情報処理
と対置した。「知性」とではない。「知識」とである。AI技術の進展を考えると，彼の視点
は慧眼であったと思う。AIは既存の知識や情報に基づき，論理的に素早く解を出すことに
長けている。一方，ヒトが瞬時にできて，ときに創造的気づきをもたらすのは，感じるこ
とである。おやっ？ あれっ？ どこか変…，面白い！から，科学も社会の変革も始まる。感
じることはすでに考えることを含み，新たな何かを生み出す契機を宿している。
　感じることはまた，何より個人的なことである。他者の感じたことを真に共有すること
は誰にもできない。その意味で感じることは多様性の原点であり，自由の原点でもある。
「それってあなたの感想ですよね」という小学生の流行り言葉は，感想のもっている知の芽
を摘むだけでなく，論理もそれが依って立つ場によって変わりうるという多様性の視点を
欠いている。もちろん，「感想」だけで動く個人や社会は危うい。個人にも社会にも，客観
的な論理と主体的な感性が望まれる。それを身につけるのにも，知識としてではなく経験
としての心理学を学ぶことが役に立つのではないかと「感じている」。


